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はじめに（データベースの紹介）

新日本古典籍総合データベース

古典籍（江戸時代以前の古い書籍）について

書誌（書籍としてのメタデータ）と所在（所蔵者）情報とともに

資料の画像を検索・閲覧・公開できるデータベースです。

国内外の図書館・博物館等と連携し、収集・蓄積を進めています。

https://kotenseki.nijl.ac.jp



DOI登録の対象コンテンツ

古典籍資料の画像とメタデータ



運用上の工夫(ＩＩＩＦへの組込)

IIIF (International Image Interoperability Framework)
という規格で画像を公開。

複数の画像で構成される資料について

各画像のURLやページ順、権利者などの記述を

マニフェストという1ファイルにまとめることで

同じ規格の公開システム間で連携できる。



運用上の工夫(ＩＩＩＦへの組込)

マニフェストへDOIを記述することで連携先でも確認・参照が可能に。



登録の意義と効果①

データベースの変遷による影響を受けない。

以前のDBでのURL：http://dbrec.nijl.ac.jp/KTG_B_200014736

現在のDBでのURL：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200014736

将来のDBでのURL：?????????????????????????/200014736

DOIによる永続的URL：https://doi.org/10.20730/200014736



登録の意義と効果②

外部との連携が保証しやすくスムーズになる。

当データベースの今後の展開としては

データを活用するデータ駆動型を目指していきたい。

DOIによって様々な外部データとの連携が保証される

意義は非常に大きい。



これからの課題①

データベース上の書誌データは、論文に比べると、修正
や更新頻度が高く、管理体制を効率化する必要がある。

他機関所蔵の資料も収録しているので、同じ資料に当館
データベースと所蔵機関でそれぞれDOIを付与している

ケースもあり、今後マルチプルリゾリューションを導入して
重複状態を解消する必要がある。



これからの課題②

人文学分野ではまだまだ紙媒体

が強く電子的リンクについて普及

が進んでいないので、広報を強化

していく必要がある。

広報記事
「DOIって、なに？」
国文学研究資料館
ニュースレター『ふみ』第16号より



これからの課題②

広報用パンフレット
「論文に引用する古典籍にDOIを明示しましょう」

http://id.nii.ac.jp/1283/00003167/

データベース構築事業の

広報誌やパンフレットで

DOIについて紹介し、利用

促進を図っています。


